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１ 実施概要 

 調査目的と実施方法 

高校生通学時の移動方法を把握することを目的に、嘉飯地区の県立高校に通う 1

年生を対象に、配布・回収を各高校に依頼したアンケート調査を実施した。過去 2

回も含めた実施概要は次のとおりである。 

 

▼ 高校生アンケート調査の概要 

対 象 嘉飯地区の県立高校１学年全員 

調 査 方 法 各学校に配付・回収を依頼 

実施期間 令和 4年度 令和 4年 7月 20 日（水）～8月 31 日（水） 

令和 3年度 令和 3年 6月 18 日（金）～7月 21 日（水） 

平成 29 年度 平成 29 年 10 月 19 日（木）～10 月 27 日（金） 

 

▼ 各高校のアンケート配布・回収状況 

高校名 
令和 4年度 

配布数 回答数 回収率 

稲築志耕館高校 154 138 89.6％ 

嘉 穂 高 校 280 206 73.6％ 

嘉穂総合高校 111 91 82.0％ 

嘉 穂 東 高 校 218 214 98.2％ 

合 計 763 649 85.1％ 

 

■参考(過年度調査) 

 

▼ 各高校のアンケート配布・回収状況（過年度調査） 

高校名 
令和 3年度 平成 29 年度 

配布数 回答数 回収率 配布数 回答数 回収率 

稲築志耕館高校 187 181 96.8％ 238 225 94.5％ 

嘉 穂 高 校 283 277 97.9％ 320 316 98.8％ 

嘉穂総合高校 128 121 94.5％ 149 142 95.3％ 

嘉 穂 東 高 校 201 199 99.0％ 238 233 97.9％ 

合 計 799 778 97.4％ 945 916 96.9％ 
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 アンケート調査票 

アンケート調査票は、過去 2 回と同様に次の調査票を使用している。   

（問 8 は令和 4 年度調査のみ） 
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２ 総括 

 本年度調査結果の概要 

令和４年度調査結果の概要は次のとおりである。 

 

■回答者属性（生徒の居住地・学校までの距離） 

 生徒の居住地は「飯塚市」、「嘉麻市」、「桂川町」の順に大きく、2 市 1 町で全体の 90％以上

を占める 

 学校までの距離は「10km 未満」で全体の約 60％を占める一方、「20km 以上」も約 6％存在す

る 

 

 

■登校時の交通手段 

 登下校時それぞれ「自転車」の回答割合が最も大きく、回答者の半数以上を占める 

 次に回答割合が大きいのは「自動車」であり、「鉄道」や「バス」の公共交通機関の利用割合

はいずれも 20％前後となっている 

 

  

飯塚市

(62.4)

嘉麻市

(21.4)

桂川町

(7.6)

他市町村

(8.5)

無回答

(0.2)

居住地

（n=649）

16.3

55.6

44.7

15.4

22.2

0.0

20.0

54.7

44.1

15.7

25.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60

徒歩

自転車

自動車

鉄道

バス

その他

(％)登下校時の交通手段（複数回答）

登校（n=649）

下校（n=649）

※数字は、回答者数（n値）に対する割合を示す

※『登校』回答数（MA=1,001）

※『下校』回答数（MA=1,036）

2km未満

(8.6)

2km以上～

5km未満

(26.3)

5km以上～

10km未満

(27.4)

10km以上～

20km未満

(20.0)

20km以上

(5.7)

無回答

(11.9)

学校までの距離

（n=649）
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■自動車で登下校する理由 

 「家族の通勤時間と重複するため」が突出して大きくなっている 

 登校時と下校時で、自動車による送迎を利用する理由の割合が異なっている 

 

 

■登下校時に鉄道・バスを利用する方の最寄りの駅・バス停までの交通手段 

 「徒歩」が最も大きく、次に「自動車」、「自転車」の順となっている 

 登校時と下校時を比べると、下校時に「自動車」が 16.0％減少し、「徒歩」が 15.5％増加し

ていることから、登校時は「自動車」による送迎、下校時は「徒歩」による帰宅をしている生

徒が一定数いることがわかる 

 

 

12.8

20.3

54.1

15.2

0.3

11.2

27.6

44.1

18.2

0.0

0 10 20 30 40 50 60

公共交通機関がない

時間帯が合わない

家族の通勤時間と重複するため

交通費が高い

その他

(％)自動車で登下校する理由（複数回答）

登校（n=290）

下校（n=286）

※数字は、回答者数（n値）に対する割合を示す

※『登校』回答数（MA=298）

※『下校』回答数（MA=289）

53.0

21.9

31.5

0.9

68.5

16.8

15.5

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

徒歩

自転車

自動車

その他

(％)

登校（n=219）

下校（n=238）

※数字は、回答者数（n値）に対する割合を示す

※『登校』回答数（MA=235）

※『下校』回答数（MA=241）

登下校時に鉄道やバスを利用する方の最寄りの駅ま

たはバス停までの交通手段（複数回答）
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■不便な点や要望 

 バスや電車の運行本数増加を望む声が多くなっている 

 

 

 

■どうなれば公共交通を利用しようと思うか 

 全体では「バス・電車の運賃が安くなったら」の回答割合が最も大きくなっているが、登下

校時の交通手段別に見ると、その大半を占めるのは登下校時に公共交通を利用していない方

であることがわかる 

 

  

10.3

5.5

1.1

0.8

0.2

0.0

5.1

0 2 4 6 8 10 12

バスの運行本数を増やしてほしい。

電車の運行本数を増やしてほしい。

バス・電車の運賃を

安くしてほしい（無料含む）。

バス停を増やしてほしい。

自転車専用道路を作ってほしい。

スクールバスを運行してほしい。

その他

(％)

公共交通を利用した通学における

不便な点や要望について（複数回答）

令和04年度（n=649）

※数字は、各年度の回答者数（n値）に対する割合を示す

※令和04年度回答数（MA=149）

0.5

0.3

0.5

0.3

0.5

0.2

0.2

1.2

0.5

4.0

1.7

0.6

0.6

0.2

0.8

0.5

2.8

0.9

0.5

0.2

0.2

0 2 4 6 8

バスの運行本数が増えたら

電車の運行本数が増えたら

バス・電車の運賃が安くなったら

（無料含む）

近くに駅やバス停が増えたら

乗り継ぎがなくなったら

案内や利用方法が

わかりやすくなったら

その他

どうなれば公共交通を利用しようと思うか（交通手段別）

登下校時に公共交通を利用

登下校時に公共交通を利用せず、自動車を利用

登下校時に公共交通・自動車ともに利用せず

（％）

※数字は、各年度の回答者数（n=649）に対する割合を示す ※令和04年度回答数（MA=112）

※登校・下校のいずれかで、バスまたは鉄道を利用する場合は「登下校時に公共交通を利用」、

バスまたは鉄道を利用せず、自動車を利用する場合は「登下校時に公共交通を利用せず、自動車を利

用」、バス、鉄道、自動車を利用しない場合は「登下校時に公共交通・自動車ともに利用せず」に分類
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 本市高校生の特性・特徴 

本市の高校生の特性・特徴は次のとおりである。 

 

 

 
 

  

○ 登下校時それぞれ「自転車」の回答割合が最も大きく、半数以上を占めている。次に回答

割合が大きいのは「自動車」で約 4割を占めている。 

○ 参考資料ではあるが、LINE リサーチが全国の高校生 2,160 人を対象にしたアンケートによ

ると、通学手段で最も多いのは「自転車」の 56％で、これは本市と同水準となっている。 

○ 一方で「自動車」においては本市の回答割合が全国に比べ大幅に大きく、本市高校生の通

学時における自動車依存度の高さが窺える。 
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■参考資料 

 

 
出典：LINE リサーチ（LINE ユーザーを対象にしたスマートフォン Web 調査） 

調査対象：日本全国の高校 1 年生～3 年生の男女 

実施時期：2020 年 10 月 6 日～9 日 

DK は男子高校生を、JK は女子高校生を示す 
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 過年度調査結果からの変化 

過年度に実施した過去 2 回（平成 29 年度、令和 3 年度）の調査結果と本年度に

実施した調査結果との比較検証は次のとおりである。 

 

■生徒の居住地の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（居住地） 

回答 
5 年前 

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

飯塚市  
-0.3% 

 
-0.3% 

嘉麻市  
-0.7% 

 
-2.0% 

桂川町  
-0.4% 

 
+0.4% 

他市町村  
+2.3% 

 
+2.2% 

 

 

  

●過去 5年（H29～R4）の変化 

○ 2 市 1 町（飯塚市、嘉麻市、桂川町）以外の他市町村からの通学者が増加している。 

●昨年度（R3）からの変化 

○ 嘉麻市からの通学が減少し、2 市 1 町（飯塚市、嘉麻市、桂川町）以外の他市町村からの

通学者が増加している。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例
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■居住地から学校までの距離の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（学校までの距離） 

回答 
5 年前 

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

2km 未満  
-1.4% 

 
-0.4% 

2km 以上～5km 未満  
+3.8% 

 
-1.1% 

5km 以上～10km 未満  
-4.5% 

 
-2.7% 

10km 以上～20km 未満  
+1.0% 

 
+0.1% 

20km 以上  
-1.1% 

 
-0.7% 

 

 

  

●過去 5年（H29～R4）の変化 

○ 「2km 以上～5km 未満」が増加する一方で、「5km 以上～10km 未満」が減少しており、全体

的に近距離化傾向にある。 

●昨年度（R3）からの変化 

○ 「5km 以上～10km 未満」が減少しているが、他は概ね横ばいである。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例



 

11 

 

■登下校時の交通手段の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（登下校時の交通手段） 

回答 

登校時 下校時 

5 年前

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

5 年前

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

徒歩  
+0.1% 

 
-1.8% 

 
+1.4% 

 
+0.1% 

自転車  
±0.0% 

 
-1.5% 

 
-0.4% 

 
-0.8% 

自動車  
-2.6% 

 
+7.6% 

 
+0.4% 

 
+7.3% 

バス  
+2.7% 

 
+0.6% 

 
+2.6% 

 
+0.9% 

鉄道  
+2.8% 

 
-0.8% 

 
+1.7% 

 
+2.6 

 

 

  

●登校時 

○ H29 からの変化は、「自動車」は減少しているが、一方で「バス」や「鉄道」の公共交通は

増加している。 

○ R3 からの変化は「自動車」が大きく増加しており、「バス」や「鉄道」の公共交通は横ば

いとなっている。 

●下校時 

○ H29 からの変化は、「自動車」は横ばいとなっており、「バス」や「鉄道」の公共交通は増

加している。 

○ R3 からの変化は、「自動車」が登校時と同様に大きく増加しており、「バス」や「鉄道」の

公共交通は「バス」に大きな変化はないが、「鉄道」が増加している。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例
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■自動車で登下校する理由の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（自動車で登下校する理由） 

回答 

登校時 下校時 

5 年前

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

5 年前

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

公共交通がない  
-2.0% 

 
-1.0% 

 
-4.1% 

 
-3.1% 

時間帯が合わない  
+1.6% 

 
+5.1% 

 
+11.1% 

 
+12.2% 

家族の通勤時間帯と 

重複するため 
 

+11.8% 
 

+5.3% 
 

+8.1% 
 

+1.8% 

交通費が高い  
±0.0% 

 
-1.4% 

 
-3.3% 

 
±0.0% 

 

  

●登校時 

○ H29 からの変化は、「公共交通がない」が減少しているが、「家族の通勤時間帯と重複する

ため」が増加していることから、公共交通の利用が出来るものの、便利な移動手段として

自動車での通学が選ばれている状況が窺える。 

○ R3 からの変化は、「時間帯が合わない」の増加が大きくなっているため、この 1 年の中で

も登校時間など何らかの環境変化があった可能性がある。 

●下校時 

○ H29 からの変化は、登校時と比べると「時間帯が合わない」の増加が大きくなっているた

め、下校時間など何らかの環境変化があった可能性がある。 

○ R3 からの変化は、H29 からの変化と概ね同様であるが、登校時と比べると「家族の通勤時

間帯と重複するため」の割合が低いことから、家族の時間帯と合わないが、自動車で迎え

に来てもらっている状況が窺え、保護者の負担となっていることが考えられる。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例
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■登下校時に鉄道・バスを利用する方の最寄りの駅・バス停までの交通手段の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（最寄りの駅・バス停までの交通手段） 

回答 

登校時 下校時 

5 年前

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

5 年前 

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

徒歩  
+9.4% 

 
+5.3% 

 
+13.3% 

 
+5.6% 

自転車  
+5.9% 

 
+4.2% 

 
+6.0% 

 
+1.4% 

自動車  
+1.5% 

 
-3.1% 

 
-2.6% 

 
-9.2% 

 

 

 

  

●登校時 

○ H29 からの変化は、「徒歩」や「自転車」の割合が大きく増加し、「自動車」は横ばいとな

っている。 

○ R3 からの変化は、H29 からの変化と同様に、「徒歩」や「自転車」が増加しており、「自動

車」は減少している。 

●下校時 

○ H29 からの変化は、登校時と同様に、「徒歩」や「自転車」の割合が増加している。 

○ R3 からの変化は、登校時と同様に「自動車」の割合が減少している。登下校時の交通手段

で、「自動車」の回答割合は増加していたことから、自宅から駅やバス停までの比較的近距

離の移動については、「徒歩」や「自転車」による移動にシフトしているのではないかと思

われる。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例
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■公共交通を利用した通学における不便な点や要望の変化 

 

 

 

 

▼ 過年度調査と本年度調査の回答の変化（公共交通の不便な点や要望） 

回答 
5 年前 

（H29）より 

昨年 

（R3）より 

バスの運行本数を 

増やしてほしい 
 

+2.0% 
 

+3.6% 

電車の運行本数を 

増やしてほしい 
 

+3.0% 
 

+1.9% 

バス・電車の運賃を 

安くしてほしい 
 

±0.0% 
 

-0.3% 

バス停を 

増やしてほしい 
 

+0.1% 
 

+0.5% 

自転車専用道路を 

作ってほしい 
 

-0.3% 
 

+0.2% 

スクールバスを 

運行してほしい 
 

-0.3% 
 

-0.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●過去 5年（H29～R4）の変化 

○ 「バスの運行本数を増やしてほしい」、「電車の運行本数を増やしてほしい」が増加してい

る。 

●昨年度（R3）からの変化 

○ 概ね H29 からの変化と同様である。 

2％以上増加

増減±2％未満

2％以上減少

凡例
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３ 調査結果 

 回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 「居住地」については「飯塚市」、「嘉麻市」、「桂川町」の順に大きく、2 市 1 町で全体の

90％以上を占めているが、「他市町村」の回答割合は過去 2 回を含めた調査結果の中で最

も大きくなっている。 

○ 「学校までの距離」については、「20km 以上」が約 6％あり、遠距離での通学もあることが

分かる。 
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 登下校時の主な交通手段 

1） 登下校時の交通手段 

 

  

○ 登下校時それぞれ「自転車」の回答割合が最も大きく、回答者の半数以上を占めている。

次に回答割合が大きいのは「自動車」となっている。 

○ 令和 3年度調査では、「鉄道」と「バス」を合わせた公共交通機関の利用割合が、「自動車」

の利用割合よりも大きかったが、令和 4年度調査では、平成 29 年度調査同様に「自動車」

の利用割合の方が大きくなっている。 

○ 過去 2回の調査結果に比べ、「鉄道」の利用割合は増加傾向にある。「バス」の利用割合は

登校時ではやや減少しているが、下校時では増加している。 

○ 「鉄道」や「バス」の公共交通を使った通学は横ばいから微増傾向にあるが、依然として

「自動車」の利用割合が 4割以上を占めている。 
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56

33

25

16

9

9

43

155

185

62

27

37

26

91

151

94

21

50

1

2

28

45

35

5

2

24

31

48

33

28

1

2

4

1

1

3

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

(人)【平成29年度】登校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=916）、回答数（MA=1,384）

44

36

22

20

12

7

41

155

144

59

16

29

8

70

100

71

13

27

9

22

41

31

12

3

24

58

49

27

18

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

（人）【令和03年度】登校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=778）、回答数（MA=1,168）

27

25

18

19

6

11

32

134

103

47

13

32

8

69

87

70

19

37

1

5

23

33

17

21

1

19

38

50

13

23

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

（人）【令和04年度】登校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=649）、回答数（MA=1,001）

○ 距離別で見ると、計 3回の調査いずれにおいても、「10km 未満」では、「自動車」の利用者

数に比べて「徒歩」と「自転車」の合計利用者数が大きくなっているが、「10km 以上」で

は大小の逆転が見られる。 

○ 同様に「10km 未満」では、「鉄道」と「バス」の合計利用者数に比べて「自動車」の利用

者数が大きくなっているが、「10km 以上」では大小の逆転が多く見られる。 

○ 「10km 未満」の公共交通の利用者数は少なく、また「2km 未満」でも「自動車」が一定数

いることから、通学手段として「自動車」を頼らざるを得ない状況なども窺える。 

【平成29年度】登校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 99 > 26 > 4 92

2km以上～5km未満 188 > 91 > 28 206

5km以上～10km未満 210 > 151 > 63 292

10km以上～20km未満 78 < 94 = 94 174

20km以上 36 > 21 < 69 62

【令和03年度】登校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 85 > 8 > 3 70

2km以上～5km未満 191 > 70 > 33 213

5km以上～10km未満 166 > 100 > 80 234

10km以上～20km未満 79 > 71 < 90 155

20km以上 28 > 13 < 58 50

【令和04年度】登校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 59 > 8 > 2 56

2km以上～5km未満 159 > 69 > 24 171

5km以上～10km未満 121 > 87 > 61 178

10km以上～20km未満 66 < 70 < 83 130

20km以上 19 = 19 < 30 37
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59

36

33

22

9

11

42

153

185

65

27

33

29

80

144

86

17

44

1

4

30

45

35

5

5

29

47

58

33

32

2

3

1

2

3

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

（人）【平成29年度】下校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=916）、回答数（MA=1,410）

45

43

24

23

12

8

41

151

143

53

15

29

9

64

101

71

15

26

10

23

41

29

12

1

25

57

49

24

19

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

（人）【令和03年度】下校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=778）、回答数（MA=1,163）

26

32

23

22

9

18

31

133

101

45

13

32

6

67

89

68

18

38

1

5

24

35

17

20

1

20

45

54

14

29

0 100 200 300 400 500

2km未満

2km以上～5km未満

5km以上～10km未満

10km以上～20km未満

20km以上

無回答

（人）【令和04年度】下校時の交通手段（学校までの距離別）

徒歩 自転車 自動車 鉄道 バス その他

※回答者数（n=649）、回答数（MA=1,036）

○ 下校時の移動手段は、どの距離別で見ても登校時とほぼ同じである。 

【平成29年度】下校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 101 > 29 > 6 92

2km以上～5km未満 189 > 80 > 35 206

5km以上～10km未満 218 > 144 > 80 292

10km以上～20km未満 87 > 86 < 104 174

20km以上 36 > 17 < 70 62

【令和03年度】下校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 86 > 9 > 1 70

2km以上～5km未満 194 > 64 > 35 213

5km以上～10km未満 167 > 101 > 80 234

10km以上～20km未満 76 > 71 < 90 155

20km以上 27 > 15 < 53 50

【令和04年度】下校時 （人）
徒歩+
自転車

大
小

自動車
大
小

鉄道+
バス

回答
者数

2km未満 57 > 6 > 2 56

2km以上～5km未満 165 > 67 > 25 171

5km以上～10km未満 124 > 89 > 69 178

10km以上～20km未満 67 < 68 < 89 130

20km以上 22 > 18 < 31 37
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2） 自動車で登下校する理由 

 

 

  

○ 「家族の通勤時間と重複するため」が突出して大きくなっており、その他の「公共交通機

関がない」、「時間帯が合わない」、「交通費が高い」はほぼ同数の回答割合となっている。 

○ 令和 4年度調査では「時間帯が合わない」（下校時）の回答割合が令和 3年度調査から 10％

以上伸びているが、令和 3年度と 4年度では公共交通の運行状況に差はない。 

○ 下校時は登校時に比べ、「家族の通勤時間と重複するため」の回答割合が減少しており、代

わりに「時間帯が合わない」や「交通費が高い」の回答割合が増加している。これは、登

校時は家族の出勤のついでという理由が色濃く出ているが、下校時は送迎のみを目的とし

た自動車利用があると推測される。 
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3） 登下校時に鉄道やバスを利用する方の最寄りの駅またはバス停までの交通手段

 

 

 

  

43.6

16.0

30.0

0.4

47.7

17.7

34.6

0.8

53.0

21.9

31.5

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70

徒歩

自転車

自動車

その他

(％)登校時に鉄道やバスを利用する方の最寄りの

駅またはバス停までの交通手段（複数回答）

平成29年度（n=250）

令和03年度（n=260）

令和04年度（n=219）

※数字は、各年度の回答者数（n値）に対する割合を示す

※平成29年度回答数（MA=225）、令和03年度回答数（MA=262）

令和04年度回答数（MA=235）

55.2

10.8

18.1

1.4

62.9

15.4

24.7

1.2

68.5

16.8

15.5

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

徒歩

自転車

自動車

その他

(％)下校時に鉄道やバスを利用する方の最寄りの

駅またはバス停からの交通手段（複数回答）

平成29年度（n=288）

令和03年度（n=259）

令和04年度（n=238）

※数字は、各年度の回答者数（n値）に対する割合を示す

※平成29年度回答数（MA=246）、令和03年度回答数（MA=270）

令和04年度回答数（MA=241）

○ 「徒歩」が最も大きくなっている。 

○ 登校時では、次に「自動車」の割合が大きくなっており、公共交通を利用するにも、駅や

バス停までに「自動車」を利用している方が多数いることが分かる。 

○ なお、令和 4年度調査では、令和 3年度調査よりも「自動車」の利用割合が減少しており、

特に下校時においては 10％弱の減少となっている一方で、「徒歩」や「自転車」の割合は

増加している。 
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 公共交通に対する要望（自由意見） 

1） 公共交通を利用した通学における不便な点や要望 

 

 

  

8.3

2.5

1.1

0.7

0.5

0.3

3.6

6.7

3.6

1.4

0.3

0.0

0.8

7.8

10.3

5.5

1.1

0.8

0.2

0.0

5.1

0 2 4 6 8 10 12

バスの運行本数を増やしてほしい。

電車の運行本数を増やしてほしい。

バス・電車の運賃を

安くしてほしい（無料含む）。

バス停を増やしてほしい。

自転車専用道路を作ってほしい。

スクールバスを運行してほしい。

その他

(％)

公共交通を利用した通学における

不便な点や要望について（複数回答）

平成29年度（n=916）

令和03年度（n=778）

令和04年度（n=649）

※数字は、各年度の回答者数（n値）に対する割合を示す

※平成29年度回答数（MA=156）、令和03年度回答数（MA=160）

令和04年度回答数（MA=149）

○ 令和 3年度調査で減少した「バスや電車の運行本数を増やしてほしい」という回答割合が、

令和 4 年度では増加している。これは自動車で下校する理由において「（公共交通の）時

間帯が合わない」の回答割合の増加と連動していることが窺える。 
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2） どうなれば公共交通を利用しようと思うか 

 

 

 

  

2.5

1.2

7.2

2.9

1.5

0.9

0.5

0 2 4 6 8

バスの運行本数が増えたら

電車の運行本数が増えたら

バス・電車の運賃が安くなったら

（無料含む）

近くに駅やバス停が増えたら

乗り継ぎがなくなったら

案内や利用方法が

わかりやすくなったら

その他

(％)

どうなれば公共交通を利用しようと思うか（複数回答）

令和04年度（n=649）

※数字は、各年度の回答者数（n値）に対する割合を示す

※令和04年度回答数（MA=112）

0.5

0.3

0.5

0.3

0.5

0.2

0.2

1.2

0.5

4.0

1.7

0.6

0.6

0.2

0.8

0.5

2.8

0.9

0.5

0.2

0.2

0 2 4 6 8

バスの運行本数が増えたら

電車の運行本数が増えたら

バス・電車の運賃が安くなったら

（無料含む）

近くに駅やバス停が増えたら

乗り継ぎがなくなったら

案内や利用方法が

わかりやすくなったら

その他

どうなれば公共交通を利用しようと思うか（交通手段別）

登下校時に公共交通を利用

登下校時に公共交通を利用せず、自動車を利用

登下校時に公共交通・自動車ともに利用せず

（％）

※数字は、各年度の回答者数（n=649）に対する割合を示す ※令和04年度回答数（MA=112）

※登校・下校のいずれかで、バスまたは鉄道を利用する場合は「登下校時に公共交通を利用」、

バスまたは鉄道を利用せず、自動車を利用する場合は「登下校時に公共交通を利用せず、自動車を利

用」、バス、鉄道、自動車を利用しない場合は「登下校時に公共交通・自動車ともに利用せず」に分類

○ 「バス・電車の運賃が安くなったら」という回答割合が最も大きくなっている。 

○ 登下校時の交通手段別に見ると、いずれの回答も登下校時に自動車を利用する生徒の割合

が半数程度を占めている。最も回答の多い運賃の値下げにより、交通手段の多くを占めて

いる自動車から公共交通への利用転換の可能性はある。 
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 学校別の状況 

調査を実施した 4 校の所在地と公共交通によるアクセス性は下図のとおりであ

る。 

 

 
▲ 高校生アンケート調査実施高校の所在地  
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■各校の最寄り駅との直線距離および最寄りバス停の平日運行本数（令和 5年 2月現在） 

【稲築志耕館高校（嘉麻市）】 

 

 
 

【嘉穂高校（飯塚市）】 

 

 
※近くに嘉穂高校入口バス停があり、毎時 1、2 本程度運行されていることにも留意  

約2.3km

約2.4km

○ 最寄りの下鴨生駅からは直線距離で約 2.3km であり、二次交通を利用した通学が必須。 

○ バスは志耕館高校バス停や嘉麻市役所バス停から飯塚駅、下鴨生駅、桂川駅方面共に毎時

1本程度運行されている。 

○ 最寄り駅の飯塚駅からは直線距離で約 2.4km であり、二次交通を利用した通学が必須。 

○ バスは学校敷地内にある嘉穂高校バス停と新飯塚駅とを結ぶ路線があり、登校時（6～8時

台）に 7本、下校時（15～18 時台）に 6本運行されている。 

運行
バス停

5
6 1
7 2 1 1 1
8 1 1 1 1
9 1 1 1 1

10 1 1 1 1
11 1 1
12 1 1 1 1
13 1 1 1
14 1 1 1
15 1 1 1 1
16 2 1 1 1
17 1 2 1 1
18 1 1 1
19 1 1 1 1
20
21
22
23

本数 15 15 11 10

西鉄バス
嘉麻市役所

時
飯塚駅
から

飯塚駅へ

嘉麻市コミバス
志耕館高校

桂川駅
から

下鴨生駅

下鴨生駅
から
桂川駅

登校時
（着時刻）

下校時
（発時刻）

登下校時（発着時刻）

運行
バス停

5
6 1
7 4
8 2
9

10
11
12
13
14
15
16 2
17 2
18 2
19 2
20 1
21
22
23

本数 7 9

新飯塚駅
から

新飯塚駅
へ

時

登校時
（着時刻）

下校時
（発時刻）

嘉穂高校
西鉄バス
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【嘉穂総合高校（桂川町）】 

 

 
 

【嘉穂東高校（飯塚市）】 

 

 
  

約2.4km

約0.8km

○ 最寄り駅の桂川駅からは直線距離で約 2.4km であり、二次交通を利用した通学が必須。 

○ バスは嘉穂総合高校バス停と桂川駅とを結ぶ路線があり、登校時（6～8時台）に 3本、下

校時（15～18 時台）に 3本運行されている。 

○ 最寄り駅の新飯塚駅からは直線距離で 0.8km であり、駅から徒歩での通学も可能。 

○ バスは新飯塚駅停車の路線が登校時（6～8 時台）に 1 本、下校時（15～18 時台）に 2 本

のみ運行されているが、新飯塚駅には民間バス路線が充実している。 

運行
バス停

5
6
7 1
8 1 1 1
9

10
11
12
13
14
15
16 1 1 1
17 1
18
19
20
21
22
23

本数 3 3 1 1

下鴨生駅
から

下鴨生駅
へ

登校時
（着時刻）

下校時
（発時刻）

嘉麻市コミバス
嘉穂総合高校

桂川駅
から

桂川駅
へ

嘉穂総合高校
西鉄バス

登校時
（着時刻）

下校時
（発時刻）

時

運行
バス停

5
6
7 1 1
8
9

10 1 1
11
12 1
13 1
14
15
16 1 1
17
18 1 1
19
20
21
22
23

本数 5 5

新飯塚駅
から

新飯塚駅
へ

時

登校時
（着時刻）

飯塚市コミバス
嘉穂東高校

下校時
（発時刻）
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1） 回答者属性 

 

 

  

■稲築志耕館高校 

○ 同校は嘉麻市にあるため、飯塚市内に居住している生徒の割合が最も大きいものの、嘉麻

市内に居住している生徒の割合も 4割程度見られる。 

○ 学校までの距離も比較的遠い生徒が多い。 

 

■嘉穂高校 

○ 飯塚市内に居住している生徒の割合が嘉穂東と同様に 4校の中で大きく、学校までの距離

も比較的近い生徒の割合が大きい。 

 

■嘉穂総合高校 

○ 桂川町・他市町村に居住している生徒の割合が 4校の中で最も大きく、学校までの距離が

比較的遠い生徒が多い。 

 

■嘉穂東高校 

○ 飯塚市内に居住している生徒の割合が嘉穂と同様に 4校の中で大きく、嘉穂高校に比べて

学校までの距離が 10 ㎞以上ある生徒の割合が大きいが、これは新飯塚駅に近いことから、

鉄道を利用した通学利便性が高いことが要因と思われる。 
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2） 登下校時の交通手段 

 

  

■稲築志耕館高校 

○ 自動車の割合が 4 校で最も大きく、一方で鉄道の利用割合は最も小さい。これは遠方から

の通学者が比較的多いこと、最寄り駅となる下鴨生駅から離れていることで鉄道利用がし

にくい環境にあることが要因と思われる。 

○ 一方で桂川駅や飯塚駅方面とのバス路線が比較的充実しているため、バス利用者の割合も 4

校の中で大きくなっている。これは、同校は嘉麻市からの通学者が 4校内で比較的多いが、

同市では市内在住の公共交通通学者を対象とした定期券の補助制度が整備されており、こ

れも市内バス通学者が多い要因の一つとして考えられる。 

 

■嘉穂高校 

○ 自転車の利用割合が 4校の中で最も大きくなっている。 

○ バスの利用割合も稲築志耕館に次いで大きいが、これは登下校時間帯に校内に乗り入れる

バスが集中的に運行されていることに加え、それ以外にも近くのバス停で毎時 1～2本程度

の運行がなされていることが要因と思われる。 

 

■嘉穂総合高校 

○ 学校までの距離が比較的遠い生徒が多いが、自転車の利用割合が大きい。また最寄りの桂川

駅から離れているにもかかわらず鉄道利用割合も比較的大きく、さらに少ない運行本数か

ら利便性が高いとは言えないバスの利用も一定割合いることから、鉄道から自転車やバス

などの二次交通をうまく活用した通学利用があるものと思われる。 

 

■嘉穂東高校 

○ 同校は新飯塚駅からも徒歩圏内であるため、鉄道の利用割合が大きい。また市街地にあるこ

とから徒歩での通学も 4校の中で大きくなっている。 

○ 徒歩圏内の新飯塚駅まで含めると民間バス路線が充実しているが、同駅では鉄道を選択し

ている生徒が多い。 
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3） 自動車で登下校する理由 

 

  

■稲築志耕館高校 

○ 自動車の利用割合が 4校で最も大きく、令和 3年度よりも増えている同校では、自動車で

登下校する理由において、「家族の通勤時間と重複するため」の回答割合は令和 3 年度よ

りも減少し、「時間帯が合わない」が大きく増加している。 

 

■嘉穂高校 

○ 同校は自動車の利用割合が 4校で最も小さい。その中で、下校時に自動車を利用する理由

について、「時間帯が合わない」の回答割合が令和 3年度の約 2倍となっている。 

 

■嘉穂総合高校 

○ 「家族の通勤時間と重複するため」の回答割合が令和 3年度より大きく増加し 4校の中で

最大となっている一方で、「公共交通機関がない」、「交通費が高い」の回答割合は減少して

いる。 

 

■嘉穂東高校 

○ 「公共交通機関がない」の回答割合は大きく減少し、「交通費が高い」の回答割合は増加し

ている。 
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4） 登下校時に鉄道やバスを利用する方の最寄りの駅またはバス停までの交通手段 

 

  

■4 校共通 

○ 登校時は下校時より「徒歩」の割合が小さく、一方で「自動車」の割合が大きくなってい

るが、これは「登校時は家族の出勤のついでに自動車で送ってもらうが、帰りは家族との

時間が合わないため歩いて帰る」という動きがあると考えられる。 

 

■稲築志耕館高校 

○ 令和 3年度に比べ、「徒歩」が大きく増加し、「自転車」、「自動車」が減少している。とく

に後者の減少が大きく、自動車通学への依存度の低下が見られる。 

 

■嘉穂高校 

○ 最寄りの駅やバス停までに「自動車」を利用する割合が 4 校で最も高くなっている。「自

動車」の利用は下校時より登校時の割合が高いため、やはり朝は家族の出勤のついでに「自

動車」を利用していることが多いことが窺える。 

 

■嘉穂総合高校 

○ 鉄道の利用割合の大きい同校では、登下校共に「自転車」の割合が大きく、鉄道と自転車

を組み合わせた通学を行っている様子が窺える。同時に「自動車」割合が令和 3年度より

低下していることから、自動車通学への依存度の低下が見られる。 

 

■嘉穂東高校 

○ 同校は新飯塚駅に近く鉄道利用者が比較的多いが、特に登校時に「自動車」の回答割合が

高いため、登校時に駅まで「自動車」を利用するケースが多いことが窺える。 

○ また下校時は登校時に比べ、「自動車」は約 20％減少し、その分「徒歩」が約 20％分増加

していることから、登校時は駅まで「自動車」での送迎、下校時は駅から「徒歩」での帰

宅というケースが多いことが窺える。 
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